
昭
和
62
年
10
月

第
10
飛
行
隊

平
成
６
年
８
月

指
揮
幕
僚
課
程

８
年
８
月

幹
部
候
補
生
学
校

11
年
３
月

陸
幕
人
事
部

15
年
３
月

第
５
飛
行
隊
長

16
年
８
月

陸
幕
教
育
訓
練
部

19
年
７
月

陸
幕
航
空
機
課

総
括
班
長

21
年
12
月

研
究
本
部
研
究
員

22
年
８
月

中
部
方
面
航
空
隊
長

23
年
８
月

陸
幕
航
空
機
課
長

25
年
８
月

北
部
方
面
航
空
隊
長

27
年
８
月

東
北
方
面
総
監
部

人
事
部
長

29
年
12
月

統
合
幕
僚
学
校

副
校
長

30
年
12
月

第
３
師
団
副
師
団
長

発行所
明野駐屯地
広報班

（１）令和２年５月 第３２３号

関 口 陸 将 補 着 任

令
和
２
年
３
月
18
付
で
関
口
陸
将
補
が
、

第
３
師
団
副
師
団
長
か
ら
第
38
代
航
空
学
校

長
兼
明
野
駐
屯
地
司
令
に
着
任
し
た
。
ま
た
、

同
年
３
月
16
日
付
で
笠
松
１
等
陸
佐
が
、
第

５
旅
団
副
旅
団
長
か
ら
第
38
代
航
空
学
校
副

校
長
に
着
任
し
た
。

着
任
式
で
関
口
学
校
長
は
航
空
学
校
職
員

に
対
し
、

「
少
し
だ
け
上
を
目
指
せ
」

「
一
丸
と
な
れ
」

の
２
点
を
要
望
し
た
。

４
月
に
入
る
と
学
校
長
は
、
各
分
校
を
視

察
し
、
教
育
訓
練
や
職
員
・
学
生
の
状
況
を

把
握
す
る
と
と
も
に
、
要
望
事
項
等
を
徹
底

し
、
令
和
２
年
度
の
校
務
運
営
を
力
強
く
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た
。

第３８代航空学校長
兼明野駐屯地司令
せ き ぐ ち か つ の り

関 口 勝 則

略

歴

第３８代航空学校副校長

か さ ま つ まこと

笠 松 誠

平
成
１
年
３
月

北
部
方
面
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊

９
年
８
月

指
揮
幕
僚
課
程

11
年
８
月

第
10
師
団
司
令
部

13
年
８
月

外
務
省
中
東
ア
フ
リ
カ
局
中
東
第
１
課

16
年
１
月

第
１
次
イ
ラ
ク
復
興
業
務
支
援
隊

17
年
６
月

防
衛
駐
在
官(

パ
キ
ス
タ
ン
）

20
年
12
月

中
央
情
報
隊

情
報
処
理
隊
長

22
年
８
月

幹
部
学
校

戦
略
教
官

23
年
４
月

陸
幕
防
衛
部

国
際
防
衛
協
力
室
長

26
年
３
月

西
部
方
面
総
監
部

情
報
部
長

28
年
３
月

情
報
本
部

電
波
副
部
長

30
年
３
月

第
５
旅
団
副
旅
団
長

略

歴

ご

勇

退

服
部
陸
将
補
は
、
令
和
２
年

３
月
18
日
付
で
ご
勇
退
さ
れ
ま

し
た
。

駐屯地隊員に見送られる服部将補駐屯地隊員に見送られる佐野将補

佐
野
１
佐
は
令
和
２
年
３
月

16
日
付
で
、
陸
将
補
に
特
別
昇

任
さ
れ
、
同
日
付
で
ご
勇
退
さ

れ
ま
し
た
。

着 任 の 辞 を 述 べ る 関 口 学 校 長



（２）あ け の第３２３号

令
和
２
年
３
月
17
日
、
観
測
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
Ｏ
Ｈ‐

６
Ｄ
が
、
退
役
の

た
め
明
野
駐
屯
地
を
飛
び
立
ち
ま
し

た
。Ｏ

Ｈ‐

６
Ｄ
は
、
１
９
７
９
年
に

明
野
駐
屯
地
に
配
備
さ
れ
、
軽
快
な

機
動
性
と
使
い
勝
手
の
良
さ
で
各
部

隊
で
活
躍
し
た
、
名
機
と
い
え
る
存

在
で
し
た
。
ま
た
多
く
の
操
縦
士
に

と
っ
て
は
、
操
縦
を
学
ん
だ
青
春
の

象
徴
で
も
あ
り
、
そ
の
引
退
を
惜
し

む
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
が
、
令

和
２
年
３
月
末
を
も
っ
て
陸
自
の
全

機
が
用
途
廃
止
と
な
り
退
役
し
ま
す
。

Ｏ
Ｈ‐

６
Ｄ
が
明
野
駐
屯
地
を
飛

び
立
つ
際
に
は
、
第
10
飛
行
隊
の
隊

員
だ
け
で
な
く
、
駐
屯
地
に
所
属
す

る
多
く
の
隊
員
が
見
送
り
に
駆
け
付

け
ま
し
た
。

飛
び
立
っ
た
機
体
は
霞
ケ
浦
駐
屯

地
ま
で
飛
行
し
、
関
東
補
給
処
に
機

体
を
引
き
渡
し
て
Ｏ
Ｈ‐

６
Ｄ
の
運

用
を
終
了
し
ま
し
た
。

こ
う
し
て
、
陸
上
航
空
の
大
き
な

歴
史
の
一
つ
が
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

現
在
、
明
野
駐
屯
地
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止

対
策
と
し
て
、
３
密
を
避
け
る
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。警

衛
所
の
受
付
で
は
、
来
駐
者
の
検
温
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

隊
員
食
堂
で
は
、
普
段
12
時
～
13
時
の
間
は
誰
で
も
喫
食
す
る

こ
と
が
可
能
で
す
が
、
現
在
は
喫
食
す
る
各
隊
員
に
整
理
券
が
配

ら
れ
、
決
め
ら
れ
た
時
間
内
に
喫
食
す
る
よ
う
に
統
制
を
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
前
後
左
右
の
距
離
と
間
隔
を
２
ｍ
以
上
空
け
る
配

置
と
し
、
私
語
を
禁
止
す
る
な
ど
、
感
染
の
防
止
に
努
め
て
い
ま

す
。事

務
所
に
お
い
て
は
、
室
内
の
換
気
の
他
に
、
デ
ス
ク
の
配
置

を
壁
付
け
に
配
置
し
て
向
か
い
合
わ
な
い
よ
う
に
し
た
り
、
や
む

を
得
ず
向
き
合
う
場
合
は
、
衝
立
や
透
明
な
シ
ー
ト
で
仕
切
る
な

ど
し
、
接
触
を
極
限
に
抑
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ド

ア
ノ
ブ
や
パ
ソ
コ
ン
・
電
話
機
器
な
ど
人
が
多
く
触
れ
る
物
や
場

所
は
毎
日
１
回
以
上
、
消
毒
を
行
っ
て
い
ま
す
。

入
校
式
で
は
、
来
賓
や
家
族
を
不
参
加
と
し
、
距
離
と
間
隔
を

空
け
て
整
列
し
、
例
年
と
は
大
き
く
雰
囲
気
の
違
う
形
で
、
式
を

執
り
行
い
ま
し
た
。

明
野
駐
屯
地
は
引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防

止
に
最
大
限
努
め
、
即
応
態
勢
を
維
持
し
て
ま
い
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止

‐

駐
屯
地
の
取
り
組
み‐

検温の様子（警衛所）

隊員食堂の感染防止策の実施状況

Ｏ Ｈ ‐ ６ Ｄ 見 送 り の 様 子

離 陸 直 前 の 様 子

英虞湾上空

明野駐屯地

２
月
13
日

に
明
野
駐
屯

地
に
所
在
す

る
全
機
種
に

よ
る
異
機
種

編
隊
飛
行
を

実
施
し
ま
し

た
。令

和
２
年

３
月
で
退
役

を
迎
え
た
Ｏ

Ｈ‐

６
Ｄ
を

含
む
最
後
の

編
隊
飛
行
と

な
り
、
地
上

撮
影
で
は
現

在
実
用
試
験

が
進
め
ら
れ

て
い
る
Ｘ
Ｕ

Ｈ‐

２
も
参

加
し
、
航
空

科
職
種
の

メ
ッ
カ
た
る

明
野
駐
屯
地

の
歴
史
に
残

る
記
念
の
写

真
と
な
り
ま

し
た
。

英虞湾上空

事務所の感染防止策の実施状況



か
つ
て
伊
勢
市
内
を
走
っ
て
い
た
神
都
線
の

電
車
が
、
昭
和
36
（
１
９
６
１
）
年
廃
線
に

な
っ
て
五
十
数
年
、
あ
の
レ
ト
ロ
調
の
チ
ン
チ

ン
電
車
の
姿
を
懐
か
し
む
人
々
も
減
っ
て
き
て

い
る
に
違
い
な
い
。

そ
の
始
ま
り
は
、
明
治
29
（
１
８
９
６
）
年
、

宮
川
電
気
が
経
営
母
体
と
な
り
、
明
治
37
（
１

９
０
４
）
年
、
伊
勢
電
気
鉄
道
に
引
き
継
が
れ

て
い
る
。
本
格
的
な
敷
設
は
、
そ
の
前
年
に
行

わ
れ
、
区
間
は
本
町
（
外
宮
前
）→

古
市
口→

二
軒
茶
屋→

二
見
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
大
正

３
（
１
９
１
４
）
年
、
猿
田
彦
神
社
前→

内
宮

前
を
開
通
さ
せ
て
全
線
が
完
成
し
た
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
経
営
母
体
は
、
昭
和
14
（
１
９

３
９
）
年
か
ら
は
神
都
交
通
で
あ
っ
た
が
、
当

時
の
鉄
軌
道
五
社
と
自
動
車
会
社
二
社
と
が
合

併
し
、
昭
和
19
（
１
９
４
４
）
年
、
三
重
交
通

が
誕
生
し
て
い
る
。

（３）あ け の第３２３号

伊
勢
の
チ
ン
チ
ン
電
車

の

知

識

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
知
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
ま
り
知
ら
な
い

伊
勢
の
人
・
物
・
事
・
場
所
、
そ
し
て
自
然
を
紹
介
し
ま
す
。

伊 勢

戦
時
中
、
東
條
英
機
首
相
兼
陸
軍
大
臣
（
当
時
）
が
、

明
野
に
来
訪
さ
れ
た
際
に
残
し
た
書
が
広
報
資
料
館
に
展

示
し
て
あ
る
。

「
努
力
は
自
然
を
も
制
す
る
」
と
で
も
読
む
の
で
あ
ろ

う
か
。
明
野
陸
軍
飛
行
学
校
で
学
ぶ
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
卵
へ

の
「
努
力
を
重
ね
、
気
象
・
地
象
を
克
服
し
て
、
任
務
を

完
遂
せ
よ
」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
読
み
取
れ
る
。

過
去
、
多
く
の
偉
人
や
ア
ス
リ
ー
ト
が
「
努
力
」
に

つ
い
て
格
言
を
残
し
て
い
る
。

「
努
力
は
必
ず
報
わ
れ
る
」
が
一
般
的
だ
が
、
「
報
わ

れ
な
い
努
力
は
、
ま
だ
努
力
と
は
言
え
な
い
」
（
王
貞

治
）
と
自
身
に
厳
し
い
格
言
や
、
「
努
力
し
た
者
が
皆
成

功
す
る
と
は
限
ら
な
い
が
、
成
功
す
る
者
は
皆
努
力
し
て

い
る
」
（
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
）
と
い
う
運
命
の
要
素
も
含
め

た
格
言
も
あ
る
。

政
府
は
令
和
２
年
４
月
16
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
に
伴
い
緊
急
事
態
宣
言
を
全
国
に
拡
大
し
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ス
で
は
連
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状

況
、
医
療
崩
壊
の
危
険
性
等
を
報
じ
て
お
り
、
事
態
は
深
刻

で
あ
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
私
の
妻
は
、
三
重
県
伊
勢
市
の
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
「
き
ら
ら
館
」
に
勤
務
し
、
乳
幼
児
を
お
持

ち
の
ご
家
庭
の
お
母
さ
ん
達
に
対
し
て
乳
幼
児
の
保
育
に
関

す
る
支
援
を
し
て
お
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
先
日
の
緊
急
事
態
宣
言
を
受
け
、
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
当
分
の
間
休
園
と
な
り
ま
し
た
。
乳
幼
児
を
お
持
ち

の
お
母
さ
ん
達
の
負
担
が
増
す
事
を
心
配
し
て
い
た
矢
先
、

伊
勢
市
か
ら
妻
に
「
家
庭
で
過
ご
す
機
会
の
増
え
た
親
子
が

楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
動
画
投
稿
に
協

力
し
て
ほ
し
い
。
」
と
い
う
依
頼
が
あ
り
、
私
も
こ
の
依
頼

に
賛
同
し
、
妻
に
是
非
協
力
す
る
よ
う
勧
め
ま
し
た
。
妻
は

当
初
は
迷
っ
て
い
ま
し
た
が
、
地
域
の
た
め
に
な
る
の
で
あ

れ
ば
と
引
き
受
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

妻
の
こ
の
動
画
は
現
在
「
伊
勢
市
き
ら
ら
館
動
画
」
で
検

索
す
れ
ば
視
聴
し
て
頂
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

私
の
家
族

‐
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
し
て
出
来
る
事‐

第
５
対
戦
車
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊

１
等
陸
尉

杉
田

和
広

こ
れ
を
読
ま
れ
て

い
る
方
で
、
ご
家
庭

に
乳
幼
児
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
方
に
是
非
ご

視
聴
し
て
頂
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感

染
拡
大
に

よ
っ
て
日
々
不
安
が

増
す
な
か
で
、
杉
田

家
は
ワ
ン
チ
ー
ム
と

し
て
行
動
す
る
こ
と

と
し
、
息
子
・
娘
は

家
で
待
機
を
、
妻
は

こ
の
動
画
を
作
成
・

配
信
す
る
こ
と
で
、

そ
し
て
私
か
ら
は
隊

務
に
精
励
す
る
事
で

国
民
の
皆
様
に
安
心

を
届
け
ら
れ
る
よ
う

頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

杉田１尉の奥様が
投稿している動画

杉田家ワンチーム

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
世

界
が
戦
っ
て
い
る
昨
今
、
在
宅

勤
務
や
外
出
自
粛
の
休
日
を
ど

う
過
ご
す
か
で
随
分
差
が
出
る

と
思
う
。
達
成
可
能
な
目
標
を

定
め
て
“
努
力
”
を
重
ね
、
成

長
す
る
期
間
に
し
て
み
て
は
い

か
が
だ
ろ
う
か
。

「
努
力
制
自
然
」

（
総
務
部
長

岡
１
佐
）



（４）あ け の第３２３号

～
航
空
学
校

企
画
室
～

～
航
空
学
校

総
務
部
～

航
空
学
校
企
画
室
は
、
学
校
の
校
務
運
営
の
方
針
た
る

「
強
靭
な
陸
上
航
空
を
創
造
す
る
た
め
の
牽
引
力
と
し
て
、

そ
の
進
む
べ
き
方
向
を
示
し
、
い
か
な
る
変
化
に
も
対
応

で
き
る
人
材
育
成
」
を
具
現
化
す
る
た
め
、
教
育
・
訓

練
・
研
究
の
ス
パ
イ
ラ
ル
を
促
進
さ
せ
る
エ
ン
ジ
ン
の
よ

う
に
各
種
業
務
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｕ
Ｈ
２
Ｐ
Ｊ
、
空
輸
部
隊
戦
力
化
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
の
主
催
、
人
材
管
理
Ｐ
Ｊ
へ
の
参
加
等
、
広
範
多

岐
に
わ
た
る
業
務
を
実
施
し
、
航
空
科
職
種
の
精
強
化
に

貢
献
し
て
い
ま
す
。

更
に
昨
年
度
末
に
は
、
航
空
科
職
種
の
各
種
統
制
の
発

出
や
航
空
学
校
教
官
章
を
作
成
し
、
陸
上
自
衛
隊
の
一
体

的
運
用
時
に
お
け
る
航
空
科
職
種
の
円
滑
な
運
用
に
寄
与

し
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
学
校
長
の
交
代
に
際
し
て
は
、
両
分
校
の
初

度
視
察
を
速
や
か
に
企
画
し
、
学
校
長
の
統
率
の
補
佐
に

万
全
を
尽
く
し
ま
し
た
。

教
官
章
は
、
航
空
学
校
所
属
の
教
官
・
助

教
が
装
着
す
る
こ
と
で
、
自
己
の
職
責
を
自

覚
さ
せ
る
と
と
も
に
教
育
者
と
し
て
の
心
構

え
を
堅
持
さ
せ
、
学
生
か
ら
信
頼
さ
れ
る
教

官
・
助
教
と
な
る
一
助
と
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ

ト
は
、
航
空
科
職
種
の
象
徴
で
あ
る
航
空
科

徽
章
を
中
心
に
し
、
将
来
を
担
う
学
生
を
支

え
る
意
味
を
込
め
て
航
空
科
徽
章
の
下
部
に

教
官
（
助
教
）
の
文
字
を
配
置
、
基
本
教
育

に
重
要
な
事
項
を
自
覚
さ
せ
る
意
味
を
込
め

て
幹
部
・
陸
曹
の
育
成
上
の
重
要
事
項
で
あ

る
文
字
（
幹
部
は
統
率
者
と
教
育
者
の
育
成
、

陸
曹
は
伝
統
の
継
承
）
を
英
語
で
配
置
、
最

下
部
に
教
官
・
助
教
と
し
て
の
矜
持
を
持
た

せ
る
意
味
を
込
め
て
航
空
学
校
の
校
風
で
あ

る
「
先
駆
け
と
礎
石
」
を
英
語
で
配
置
し
て

い
ま
す
。

本
肩
章
は
、
航
学
企
第
五
十
号
に
よ
り
、

両
分
校
・
教
育
部
等
が
令
和
２
年
４
月
１
日

か
ら
装
着
し
て
い
ま
す
。

航空学校教官章

航
空
学
校
総
務
部
は
、
総
務
課
・
管
理
課
・
航
空

管
理
課
会
計
課
・
衛
生
課
か
ら
な
り
、
航
空
学
校
の
教

育
・
研
究
基
盤
等
の
充
実
向
上
の
た
め
の
総
務
業
務
、

各
種
事
態
へ
即
応
す
る
駐
屯
地
司
令
業
務
及
び
部
隊
・

隊
員
ニ
ー
ズ
に
機
敏
に
対
応
す
る
駐
屯
地
業
務
を
効
率

的
か
つ
的
確
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
共
通
職
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
多
く
の
航
空

科
職
種
以
外
の
自
衛
官
、
事
務
官
及
び
技
官
が
所
属
し

て
い
ま
す
。
年
齢
層
も
幅
広
く
職
務
以
外
に
も
多
く
の

こ
と
を
学
べ
る
部
と
い
う
特
色
も
あ
り
ま
す
。

今
後
も
航
空
学
校
、
明
野
駐
屯
地
を
支
え
る
べ
く
、

職
員
一
同
、
日
々
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

定

年

退

官

栄

光

の

紹

介

３
月
31
日

整
備
部

防
衛
技
官

行(

一)

３

道
貝

陸
男

３
月
31
日

整
備
部

防
衛
技
官

行(

一)

３

村
林

保

航
空
無
事
故
飛
行
５
０
０
０
時
間

第
２
教
育
部

平
林
３
佐

「
な
お
一
層
、
高
い
安
全
意

識
を
維
持
し
つ
つ
、
任
務
に

邁
進
い
た
し
ま
す
。
」

２
月
７
日

２
教
部

２
等
陸
佐

加
藤

忠

陸
曹
候
補
生
課
程
共
通
教
育
中
隊
「
努
力
賞
」

飛
行
教
導
隊

庄
原
士
長

「
引
き
続
き
初
級
陸
曹
に
必

要
な
識
能
と
資
質
の
修
得
に

努
め
ま
す
。
」

車
両
無
事
故
走
行
２
万
キ
ロ

第
５
対
戦
車
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
隊

石
田
３
曹

「
引
き
続
き
、
５
万
キ
ロ
を

目
指
し
ま
す
。
」

通
信
学
校
基
礎
電
子
課
程
成
績
優
秀

第
10
飛
行
隊

石
川
３
曹

「
皆
様
の
ご
指
導
と
ご
支
援

に
感
謝
し
つ
つ
、
引
き
続
き

安
全
に
任
務
を
実
施
し
て
い

き
ま
す
。
」

第
４
陸
曹
教
育
隊
長
褒
賞
（
初
級
陸
曹
の
育
成
）

中
部
方
面
管
制
気
象
隊
第
１
派
遣
隊

了
戒
２
曹

「
こ
の
経
験
を
活
か
し
て
、

今
後
の
後
輩
育
成
に
励
み
ま

す
。
」

上
級
航
空
管
制
員
課
程

第
２
教
育
部
長
賞

中
部
方
面
管
制
気
象
隊
第
１
派
遣
隊

平
塚
２
曹

「
こ
の
賞
に
負
け
な
い
よ
う

日
々
努
力
し
、
励
み
た
い
と

思
い
ま
す
。
」

駐屯地消防訓練の様子
（航空管理課）

駐屯地スポーツ大会
（大縄跳び）の様子
（総務部の隊員）

転入者教育の様子
（総務課が担当）

広報展示室の様子

隊員食堂で勤務
する隊員（給食班）

ボイラー室で勤務
する隊員（管理課）

駐屯地医務室で勤務
する隊員（衛生課）

各種行事等で受付業務
をする隊員（会計課）


